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わが
を
語
る

市
豊
か
さ
あ
ふ
れ
る�

「
く
す
り
の
ま
ち
」

　

富
山
市
は
、
本
州
の
日
本
海
側
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
す
る
富
山
県
の
県
庁
所

在
市
で
あ
り
、
平
成
17
年
に
７
市
町
村

が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
現
在
の

本
市
の
人
口
は
約
41
万
人
、
市
域
面
積

は
１
２
４
１
・
70
㎢
で
す
。

　

水
深
１
０
０
０
ｍ
の「
海
の
幸
の
宝

庫
」富
山
湾
か
ら
標
高
３
０
０
０
ｍ
級

の
北
ア
ル
プ
ス
立
山
連
峰
ま
で
、
標
高

差
４
０
０
０
ｍ
の
多
様
な
地
勢
と
雄
大

な
自
然
を
誇
り
、ま
た
、古
く
か
ら「
く

す
り
の
ま
ち
」と
し
て
全
国
に
そ
の
名

が
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
薬
業
を
は
じ
め

と
す
る
製
造
業
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な

産
業
と
高
度
な
都
市
機
能
を
有
し
て
お

り
、
恵
ま
れ
た
産
業
基
盤
と
都
市
基

盤
、
多
様
な
文
化
と
歴
史
を
併
せ
持

つ
、
日
本
海
側
有
数
の
中
核
都
市
と
し

て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

　

本
市
で
は
、
本
格
的
な
人
口
減
少
や

超
高
齢
社
会
の
到
来
を
見
据
え
、
将
来

的
に
も
持
続
可
能
な
都
市
構
造
へ
の
転

換
を
図
る
た
め
、
平
成
15
年
頃
か
ら

「
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
拠
点
集
中
型

の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
」に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
①
公
共
交
通
の
活
性

化
、
②
公
共
交
通
沿
線
地
区
へ
の
居
住

促
進
、
③
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
３

本
柱
の
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
で
目
指

す
都
市
像
の
実
現
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

①「
公
共
交
通
の
活
性
化
」で
は
、
全

国
で
初
め
て
本
格
的
な
次
世
代
路
面
電

車（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）を
導
入
し
た
ほ
か
、
路
面

電
車
の
環
状
線
化
、
鉄
道
高
架
下
で
富

山
駅
の
南
と
北
を
走
る
路
面
電
車
を
接

続
す
る
な
ど
の
事
業
を
行
い
、
公
共
交

通
の
利
便
性
向
上
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
②「
公
共
交
通
沿
線
地

区
へ
の
居
住
促
進
」で
は
、
公
共

交
通
沿
線
居
住
人
口
を
平
成
17

（
２
０
０
５
）年
の
28
％
か
ら
、
令

和
７（
２
０
２
５
）年
に
は
42
％

と
す
る
目
標
を
掲
げ
、
公
共
交
通

の
利
便
性
向
上
だ
け
で
な
く
沿

線
居
住
へ
の
補
助
制
度
を
導
入

す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
令
和
３

年
６
月
末
時
点
で
39
・
９
％
に
達
す
る

な
ど
、
順
調
に
目
標
へ
と
近
づ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
③「
中
心
市
街
地
の

活
性
化
」で
は
、
全
天
候
型
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス「
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
」の
整
備

や
路
面
電
車
走
行
空
間
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
モ
ー
ル
化
な
ど
に
よ
り
、
郊
外
に
流

出
し
た
に
ぎ
わ
い
が
ま
ち
の
中
心
部
に

少
し
ず
つ
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
市
で
は
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

目
指
す
都
市
像
を
実
現
す
る
と
と
も

に
、
持
続
可
能
な
都
市
経
営
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
政
策
を“
深
化
”

「
コ
ン
パ
ク
ト
＆
ス
マ
ー
ト
」な
ま
ち
づ
く
り

富と

や

ま山
市（
富
山
県
）�

 

富
山
市
長
　
藤ふ

じ

い井
裕ひ

ろ
ひ
さ久
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「コンパクトなまちづくり」の概念図

富山駅南北が接続された路面電車
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コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
政
策
の

“
深
化
”

　

本
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
政
策
に

よ
っ
て
、
中
心
市
街
地
の
魅
力
が
高
ま

り
、
人
口
の
社
会
増
や
地
価
上
昇
に
よ

る
固
定
資
産
税
の
増
収
な
ど
多
く
の
成

果
が
表
れ
る
一
方
で
、
中
山
間
地
域
を

は
じ
め
と
す
る
郊
外
に
居
住
す
る
市
民

か
ら
は「
中
心
部
ば
か
り
が
発
展
し
て

い
る
」「
自
分
の
地
域
で
は
利
便
性
を

感
じ
ら
れ
な
い
」と
い
っ
た
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
市
が
今
ま
で
以
上
に

選
ば
れ
る
ま
ち
に
な
る
た
め
に
、
地
方

都
市
と
し
て
は
恵
ま
れ
た
都
市
基
盤
を

生
か
し
つ
つ
、
市
民
生
活
の
質
や
利
便

性
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
、
地
域
特
性
に

応
じ
た
市
内
全
域
の
均
衡
あ
る
発
展
を

目
指
す「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
政
策
の

“
深
化
”」を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
＆
ス
マ
ー
ト

　

そ
こ
で
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

て
地
域
課
題
を
解
決
し
、
新
た
な
価
値

を
創
出
す
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
政
策
に

本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し

た
。
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
も「
富
山
市

セ
ン
サ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
居
住
人

口
の
98
・
９
％
を
カ
バ
ー
す
る
セ
ン

サ
ー
網
か
ら
Ｉ
ｏ
Ｔ
デ
ー
タ
を
取
得
で

き
る
環
境
を
整
備
）な
ど
、
先
進
的
と

言
わ
れ
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
事
業
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
市
民

目
線
で
市
民
が
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
を
、

そ
し
て
そ
の
効
果
を
市
民
が
実
感
で
き

る
よ
う
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
現
在
、
そ
の
た
め
の
指
針
と

な
る「（
仮
称
）
富
山
市
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
中
で
あ

り
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
政
策
を
補
完

し
、
深
化
さ
せ
る
た
め
の
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
政
策「
コ
ン
パ
ク
ト
＆
ス
マ
ー
ト
」

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
向
上
さ
せ
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
政

策
の
果
実
を
市
内
全
域
に
行
き
渡
ら
せ

る
と
と
も
に
、
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も

不
便
さ
や
不
安
を
感
じ
る
こ
と
の
な
い

ま
ち
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
町
村

に
お
い
て
は
、
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ウ
・
フ
ェ

イ
ス
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
最
も

重
要
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
ツ
ー
ル

と
し
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
政
策
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ウ
・

フ
ェ
イ
ス
に
よ
る
ぬ
く
も
り
の
あ
る
行

政
運
営
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
誰
か
ら

も
選
ば
れ
る「
幸
せ
日
本
一
と
や
ま
」

の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

富山市の市街地（富山平野）

◆ 

面
積　
　

１
２
４
１
・
70
㎢

◆ 

人
口　
　

41
万
４
２
５
人

◆ 

世
帯
数　
18
万
３
８
９
３
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
人
・
ま
ち
・
自
然
が
調
和

す
る　

活
力
都
市
と
や
ま

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
富
山
湾
か
ら
北
ア
ル
プ
ス

立
山
連
峰
ま
で
、
標
高
差
４
０
０
０
ｍ
の
多

様
な
地
勢
と
雄
大
な
自
然
を
誇
り
、
薬
業
を

は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
と
、
多
様

な
文
化
・
歴
史
を
併
せ
持
つ
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
４
月
１
日
に
、

富
山
市
、
大
沢
野
町
、
大
山
町
、
八
尾
町
、

婦
中
町
、
山
田
村
、
細
入
村
の
７
市
町
村
が

新
設
合
併

〔
特
産
品
〕
ま
す
寿
し
、
か
ま
ぼ
こ
、
コ
シ

ヒ
カ
リ
、
呉
羽
梨
、
ホ
タ
ル
イ
カ
、
シ
ロ
エ

ビ
、
富
山
え
ご
ま
、
越
中
八
尾
和
紙
、
ガ
ラ

ス
工
芸
品
、
と
や
ま
土
人
形
、
啓け

い
お
う翁

桜

〔
観
光
〕
富
山
城
址
公
園
、
富
岩
運
河
環
水

公
園
、
富
山
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
、
富
山

市
ガ
ラ
ス
美
術
館
、
富
山
ガ
ラ
ス
工
房
、
有

峰
・
薬
師
岳
、
神
通
峡
、
百ひ

ゃ
っ
け
ん
な
め

間
滑
、
白
木
峰
、

春
日
温
泉
郷

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
全
日
本
チ
ン
ド
ン
コ
ン
ク
ー

ル
、
越え

っ
ち
ゅ
う
や
つ
お
ひ
き
や
ま

中
八
尾
曳
山
祭
り
、
猿
倉
山
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
お
お
や
ま
佐さ
っ
さ
な
り
ま
さ

々
成
政
戦
国
時
代

祭
り
、
熊
野
神
社
稚ち
ご
ま
い

児
舞
、
お
わ
ら
風
の
盆
、

富
山
ま
つ
り
、
牛
岳
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ

富山市長
藤井裕久

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

富山市
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わが
を
語
る

市
　

越
谷
市
は
、埼
玉
県
東
南
部
に
あ
り
、

東
京
都
心
ま
で
25
㎞
圏
内
に
位
置
す
る

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
。人
口
は
約
34
万
人
、面
積
は
60
・
24
㎢

で
、鉄
道
や
幹
線
道
路
が
市
の
南
北
・
東

西
に
走
る
ア
ク
セ
ス
に
優
れ
た
ま
ち
で

す
。
地
形
は
全
体
的
に
平
た
ん
で
、
自

転
車
で
の
生
活
も
便
利
で
す
。ま
た
、各

鉄
道
駅
の
周
り
に
は
住
宅
地
や
商
業
地

が
造
ら
れ
て
い
る
一
方
で
、
そ
の
周
辺

部
に
は
の
ど
か
な
田
園
地
帯
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。
市
の
東
部
に

あ
る
一
般
廃
棄
物
処
理

施
設「
東
埼
玉
資
源
環
境

組
合（
リ
ユ
ー
ス
）」の
高

さ
80
ｍ
の
展
望
台
か
ら

は
、
市
内
の
様
子
を
一
望

す
る
こ
と
が
で
き
、
晴
れ

た
日
に
は
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
や
富
士
山
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

明
る
い
未
来
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
〜
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
〜

　

本
市
で
は
、
未

就
学
児
に
お
け
る

待
機
児
童
対
策
の

独
自
の
取
り
組
み

と
し
て
、「
こ
し
が
や『
プ
ラ
ス
保
育
』

幼
稚
園
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
長
時
間
の
預
か
り
保
育

を
行
う
私
立
幼
稚
園
お
よ
び
認
定
こ
ど

も
園
を
、「
こ
し
が
や『
プ
ラ
ス
保
育
』

幼
稚
園
」と
し
て
認
定
し
、
保
育
所
な

ど
の
利
用
基
準
を
満
た
す
お
子
さ
ん
を

「
プ
ラ
ス
保
育
枠
」と
し
て
原
則
保
護
者

負
担
な
し
で
預
か
り
保
育
を
行
い
、
保

育
を
行
っ
た
分
に
つ
い
て
市
が
園
に
対

し
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
子
育
て
世
帯
数
の
増
加

が
大
き
い
地
域
に
お
け
る
小
規
模
保
育

所
の
整
備
や
、
民
間
保
育
園
の
定
員
増

な
ど
も
含
め
た
保
育
環
境
の
整
備
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
施
策
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
育
て
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

水
辺
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

〜
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
〜

　

河
川
空
間
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
河

川
を
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
場
所
と
し
て
積

極
的
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平

成
23
年
度
に
河
川
敷
地
占
用
許
可
準
則

が
改
正
さ
れ
、
営
業
活
動
を
行
う
民
間

事
業
者
の
河
川
敷
地
の
利
用
を
可
能
に

す
る
、
い
わ
ゆ
る「
河
川
空
間
の
オ
ー

プ
ン
化
」が
推
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
の
中
心
に
位
置

す
る
大
相
模
調
節
池
の
広
大
な
親
水
空

間
は
、集
客
・
交
流
の
視
点
か
ら
大
き
な

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
市
で
は
こ
れ
ま

で
、
観
光
協
会
や
民
間
事
業
者
な
ど
と

連
携
し
、
大
相
模
調
節
池
周
辺
で
ス

ポ
ー
ツ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
や
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

住
民
が
参
加
で
き
る
に
ぎ
わ
い
を
創
出

す
る
と
と
も
に
、
水
辺
を
活
用
し
て
新

事
業
を
創
出
す
る
社
会
実
験
を
実
施

し
、
市
内
事
業
者
が
継
続
的
に
実
施
で

き
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
確
立
に
向
け
、

試
行
と
検
証
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
８
月
27
日
に
は
、
大
相

模
調
節
池
の
水
辺
活
用
を
一
層
推
進
す

る
た
め
、「
良
好
な
水
辺
空
間
の
形
成
」

「
に
ぎ
わ
い
の
創
出
」「
地
域
と
の
連
携

に
よ
る
魅
力
の
向
上
」な
ど
の
項
目
に

つ
い
て
、
企
画
段
階
か
ら
連
携
し
て
取

り
組
む
こ
と
を
内
容
と
す
る
基
本
協
定

を
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
株
式
会
社
と
締
結

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
り　
未
来
を
創
る　

共
に
生
き
る
ま
ち
越
谷
へ

越こ
し
が
や谷
市（
埼
玉
県
）�

 

越
谷
市
長
　
福ふ

く

だ田
　
晃あ

き
ら

2

市の中心を流れる元荒川（市役所屋上から撮影）

こしがや「プラス保育」
幼稚園認定園
シンボルマーク

越谷レイクタウンにある広大な水辺空間
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い
た
し
ま
し
た
。

　

河
川
の
商
業
利
用
に
よ
り
に
ぎ
わ
い

を
創
出
す
る
事
業
で
は
、
水
辺
活
用
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
地
域
が
活
性
化
す

る
仕
組
み
が
大
切
な
要
素
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
大
相
模
調
節
池

の
広
大
な
親
水
空
間
を
生
か
し
、
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

越
谷
ア
ル
フ
ァ
ー
ズ
へ
の
支
援

　

現
在「
第
５
次
越
谷
市
総
合
振
興
計

画
」に
お
い
て
、
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
誰
も
が

生
涯
に
わ
た
り
、ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
に
親
し
み
、自
分
ら

し
く
、
い
き
い
き
と
し

た
、豊
か
な
生
活
を
送
る

こ
と
の
で
き
る
環
境
の

整
備
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
市
民
の

方
々
が
少
し
で
も
ス

ポ
ー
ツ
に
対
す
る
興
味

関
心
を
高
め
る
た
め
、身

近
な
場
所
で
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

を
観
戦
で
き
る
よ
う
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
機
会
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
一
環
と

し
て
、
越
谷
市
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す

る
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

「
越
谷
ア
ル
フ
ァ
ー
ズ
」に
対
し
、
毎
年

支
援
書
の
交
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
と
し
て
は
、
越
谷
ア
ル
フ
ァ
ー

ズ
の
Ｂ
２
リ
ー
グ
で
の
活
躍
、
さ
ら
に

は
Ｂ
１
リ
ー
グ
昇
格
を
期
待
し
て
お

り
、
市
の
広
報
紙
に
越
谷
ア
ル
フ
ァ
ー

ズ
に
関
す
る
特
集
記
事
、
シ
ー
ズ
ン
中

に
は
試
合
結
果
や
試
合
予
定
に
つ
い
て

の
情
報
を
定
期
的
に
掲
載
し
て
い
る
ほ

か
、
越
谷
駅
東
口
ロ
ー
タ
リ
ー
の
バ
ス

シ
ェ
ル
タ
ー
支
柱
へ
の
選
手
写
真
入
り

応
援
シ
ー
ト
や
、
越
谷
駅
か
ら
市
役
所

に
向
か
う
駅
前
通
り
の
街
灯
へ
の
応
援

フ
ラ
ッ
グ
の
設
置
、
市
庁
舎
内
へ
の
ポ

ス
タ
ー
掲
示
お
よ
び
選
手
等
身
大
パ
ネ

ル
の
設
置
な
ど
、
市
内
施
設
に
お
い
て

露
出
を
高
め
る
こ
と
で
、
越
谷
ア
ル

フ
ァ
ー
ズ
の
認
知
度
向
上
、
応
援
機
運

の
醸
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
越
谷
ア
ル
フ
ァ
ー
ズ
と
連
携

し
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
の
観
戦
機
会
や
選
手
と
の
ふ
れ

あ
い
の
場
な
ど
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
で
心
豊
か
に
夢

を
追
い
続
け
る
環
境
づ
く
り
、
地
元
プ

ロ
ク
ラ
ブ
へ
の
愛
着
の
深
ま
り
へ
と
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

関
東
最
大
級
の
い
ち
ご
狩
り

観
光
農
園

　

平
成
27
年
に
関
東
最
大
級
の
い
ち
ご

狩
り
観
光
農
園
と
し
て
、
約
１
万
９
０ 

０
０
㎡
の
農
園
に
８
棟
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
を
備
え
た「
越
谷
い
ち
ご
タ
ウ
ン
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
ベ
ビ
ー
カ
ー

や
車
い
す
で
も
摘
み
取
り
や
す
い
高
設

栽
培
で
い
ち
ご
が
育
て
ら
れ
て
お
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
品
種
の
い
ち
ご
を
食
べ
比

べ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
年

度
に
は
隣
接
地
に
同
規
模
の
い
ち
ご
農

園
が
開
園
し
、
さ
ら
に
広
く
、
よ
り
多

く
の
方
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
近
く
ま
で
い
ら
し
た
際

に
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

越谷アルファーズ支援書交付式

越谷いちごタウンでのいちご狩り

越谷市長
福田　晃

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

さいたま市

越谷市

◆ 

面
積　
　

60
・
24
㎢

◆ 

人
口　
　

34
万
４
２
８
０
人

◆ 

世
帯
数　
16
万
４
０
５
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
水
と
緑
と
太
陽
に
恵
ま
れ

た　

み
ん
な
が
活
躍
す
る
安
全
・
安
心
・
共

生
都
市

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
河
川
な
ど
の
自
然
に
恵
ま

れ
、
日
光
街
道
第
三
の
宿
場
町
と
し
て
も
栄

え
た
、
自
然
と
歴
史
が
融
合
し
た
ま
ち

〔
特
産
品
〕
越
谷
だ
る
ま
、
越
谷
ひ
な
人
形
、

越
谷
甲
冑
、
越
谷
桐
箱
、
越
谷
手
焼
き
せ
ん

べ
い
、
太
郎
兵
衛
も
ち
、
越
谷
ね
ぎ
、
く
わ

い
、
小
松
菜

〔
観
光
〕
越
谷
い
ち
ご
タ
ウ
ン
、
越
谷
レ
イ

ク
タ
ウ
ン
、
花
田
苑
（
日
本
庭
園
）、
コ
バ

ト
ン
の
森
（
し
ら
こ
ば
と
水
上
公
園
）

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
南
越
谷
阿
波
踊
り
、
越
谷
花

火
大
会
、
こ
し
が
や
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
、
元
旦

マ
ラ
ソ
ン
大
会
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わが
を
語
る

市
　

御
殿
場
市
は
、
静
岡
県
の
東
部
、
世

界
遺
産
富
士
山
の
懐
に
抱
か
れ
た
緑
豊

か
な
高
原
都
市
で
、
富
士
山
頂
ま
で
及

ぶ
１
９
４
・
90
㎢
の
市
域
は
、
市
街
地
・

山
林
・
陸
上
自
衛
隊
の
東
富
士
演
習
場

が
お
お
む
ね
３
分
の
１
ず
つ
を
占
め
て

お
り
、
首
都
圏
か
ら
約
１
０
０
㎞
、
車

で
１
時
間
圏
内
と
い
う
好
立
地
に
あ
り

ま
す
。

　
「
御
殿
場
」と
い
う
地
名
は
、
江
戸
時

代
、
徳
川
家
康
公
が
こ
の
地
に
御
殿
の

造
営
を
命
じ
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

　

戦
中
戦
後
を
通
じ
て
秩
父
宮
様
が
お

住
ま
い
に
な
り
、
岸
信
介
元
首
相
が
晩

年
を
過
ご
さ
れ
、
映
画
界
の
巨
匠
黒
澤

明
監
督
が
別
荘
を
構
え
る
な
ど
、
多
く

の
著
名
人
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

国
内
最
大
規
模
、
約
２
９
０
店
舗
を

誇
る
御
殿
場
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
や
、“
御
殿
場
高
原
ビ
ー
ル
”で

有
名
な
御
殿
場
高
原
時と
き
の
す
み
か

之
栖
な
ど
の
リ

ゾ
ー
ト
施
設
が
立
地
し
、
コ
ロ
ナ
前
で

年
間
１
４
０
０
万
人
、
現
在
は
静
岡
市

に
次
ぐ
県
内
第
２
位
の
交
流
人
口
を
有

す
る
な
ど
、
富
士
・
箱
根
・
伊
豆
交
流
圏

の
中
心
に
位
置
す
る“
観
光
ハ
ブ
都
市
”

と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。

御
殿
場
の
魅
力
投
票
２
０
２
１

　

さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
の
再
発
見
、
地
域

の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
役
立
て
よ
う

と
、
令
和
３
年
度
に「
御
殿
場
の
魅
力
」

と
思
わ
れ
る
項
目
50
点
を
選
び
、
市
民

や
市
外
在
住
者
が
投
票
す
る「
御
殿
場

の
魅
力
投
票
」を
実
施
し
ま
し
た
。
約

１
７
０
０
の
投
票
の
結
果
、
第
１
位
は

「
世
界
に
誇
る
富
士
山
の
絶
景
」
で
し

た
。
富
士
山
は
、
今
回
投
票
者
の
９
割

以
上
が
選
ん
だ「
御
殿
場
の
魅

力
」で
あ
り
、
シ
ン
ボ
ル
で
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
投
票
結
果
で
明

ら
か
に
な
っ
た
の
が「
御
殿
場
の

水
」の
素
晴
ら
し
さ
で
す
。
市
民

の
投
票
で
第
３
位
、
市
外
在
住
者

で
第
９
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま

し
た
。

　

本
市
で
は
、
富
士
山
に
降
っ
た

雨
や
雪
が
地
下
に
浸
透
し
、
自
然

の
ろ
過
や
浄
化
作
用
を
受
け
な
が
ら
適

度
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
溶
け
込
む
な
ど
、
富

士
山
の
涵か
ん
よ
う養

機
能
の
恩
恵
を
存
分
に
受

け
た
地
下
水
を
水
道
水
と
し
て
使
用
し

て
い
ま
す
。

　

一
般
的
な
水
と
比
較
し
て
、
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
イ
オ
ン
や
ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン

な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
多
く
含
ま
れ
て
い

る
た
め
、
そ
の
ま
ま
飲
ん
で
お
い
し
い

の
は
も
ち
ろ
ん
、
米
や
わ
さ
び
、
ビ
ー

ル
な
ど
全
て
の
食
材
の
源
と
な
る
御
殿

場
の
大
き
な
自
慢
で
す
。

　

今
後
は
、
こ
の「
御
殿
場
の
水
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
産
業
振
興
、
企
業
誘

致
、
移
住
定
住
や
子
ど
も
た
ち
の
環
境

教
育
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

富
士
山
の
懐
に
抱
か
れ
た
高
原
都
市

御ご

て

ん

ば

殿
場
市（
静
岡
県
）�

 

御
殿
場
市
長
　
勝か

つ
ま
た又

正ま

さ

み美

3

魅力投票

市内全景
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「�

市
民
と
と
も
に
歩
む�

情
の
あ
る
御
殿
場
」

　

そ
ん
な
富
士
山
の
恵
み
に
育
ま
れ
る

本
市
で
は
、「
市
民
と
と
も
に
歩
む
情

の
あ
る
御
殿
場
」を
掲
げ
、
各
種
の
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

一
つ
目
に
、「
真
の
子
育
て
支
援
日
本

一
」に
向
け
た
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。

　

人
と
人
が
思
い
や
る
、
素
朴
で
あ
り

な
が
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
親

御
さ
ん
や
家
族
が
温
か
く
見
守
り
、
そ

れ
を
地
域
や
社
会
全
体
が
や
さ
し
く
包

ん
で
い
く
よ
う
な
、
温
か
な
、
情
の
あ

る
地
域
社
会
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が

誇
り
に
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
が
、
雄
大
な
富
士
山
の
懐
に
抱

か
れ
た
、
御
殿
場
ら
し
い
ま
ち
づ
く

り
、
人
づ
く
り
に
つ
な

が
る
と
の
考
え
の
下
、

結
婚
、
出
産
か
ら
乳
幼

児
期
を
経
て
、
小
・
中

学
校
、
高
等
学
校
か
ら

大
学
な
ど
へ
の
進
学
と

い
っ
た
各
ス
テ
ー
ジ
に

お
い
て
、
独
自
の
取
り

組
み
を
含
め
た
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
平
成
22
年
に

１
・
61
だ
っ
た
合
計
特
殊
出
生
率
は
、

令
和
２
年
に
は
１
・
75
へ
飛
躍
的
に
上

昇
し
ま
し
た
。

　

二
つ
目
に
、「
環
境
に
特
化
し
た
ま

ち
づ
く
り
」で
す
。

　

本
市
で
は
、
令
和
２
年
２
月
に
県
内

自
治
体
で
初
め
て「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
」を
宣
言
し
、
富
士
山
の
麓
か
ら
、

国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
、
地
球
温
暖

化
・
気
候
変
動
問
題
を
解
決
す
る
た
め

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
関
す
る
取
り

組
み
と
し
て
は
、
可
燃
ご
み
焼
却
時
の

余
熱
を
利
用
し
て
発
電
さ
れ
る
電
力

を
、
全
て
の
小
中
学
校
含
む
公
共
施
設

で
使
用
し
、
電
力
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
は
、
新
た
な
施
策
と
し

て
、御
殿
場
の
木
の
価
値
を
高
め
、木
の

ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り「
木

育
」の
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。御

殿
場
産
の
木
材
を
使
用
し
て
、
赤
ち
ゃ

ん
の
名
前
や
生
年
月
日
な
ど
と
と
も

に
、
手
形
を
刻
印
し
た
唯
一
無
二
の
記

念
品
を
保
護
者
に
贈
呈
す
る
出
産
祝
い

事
業
を
開
始
す
る
な
ど
、Ｃ
Ｏ
２

吸
収
源

と
も
な
る
富
士
山
麓
の
森
林
保
護
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
地

域
の
脱
炭
素
化
に
向
け
た
取
り
組
み
と

経
済
活
動
が
好
循
環
す
る
富
士
山
麓
の

圏
域
づ
く
り
、
富
士
山
麓
の
森
林
環
境

の
保
全
と
環
境
先
進
地
域「
御
殿
場
」

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
実
現
し
、
静
岡
県
が

認
定
す
る「
地
域
循
環
共
生
圏
」
の
県

内
第
１
号
認
定
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
５
月
に
は
、
念
願
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
都
市
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
富
士

山
の
懐
に
抱
か
れ
た
豊
か
な
自
然
、
美

し
い
景
観
、
お
い
し
い
水
や
そ
こ
に
住

ま
う
人
々
の
心
の
温
か
さ
。
そ
う
し
た

富
士
山
の
恵
み
を
守
り
、
育
て
、
一
層

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

木育の誕生記念品

豊かな森林環境

御殿場市長
勝又正美

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

静岡市

御殿場市

◆ 

面
積　
　

１
９
４
・
90
㎢

◆ 

人
口　
　

８
万
５
６
８
１
人

◆ 

世
帯
数　
３
万
７
９
０
４
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
緑
き
ら
き
ら
、人
い
き
い
き
、

交
流
都
市　

御
殿
場

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
日
本
で
も
有
数
の
名
勝
で

あ
る
富
士
山
と
箱
根
の
間
に
位
置
す
る
、
緑

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
高
原
都
市

〔
特
産
品
〕
ご
て
ん
ば
こ
し
ひ
か
り
、
そ
ば
、

水
か
け
菜
、
わ
さ
び
、
手
作
り
ハ
ム
、
金
華
豚

〔
観
光
〕
富
士
山
、
御
殿
場
プ
レ
ミ
ア
ム
・

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
、
御
殿
場
高
原
時
之
栖
、
秩

父
宮
記
念
公
園
、
東
山
旧
岸
邸
、
富
士
山
樹

空
の
森

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
富
士
山
太
鼓
ま
つ
り
、
御
殿

場
わ
ら
じ
祭
り
、
秩
父
宮
記
念
富
士
登
山
駅

伝
競
走
大
会
、
三
井
住
友
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
太
平
洋

マ
ス
タ
ー
ズ
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わが
を
語
る

市
共
存
同
栄
の
精
神
を�

未
来
に
つ
な
い
で

　

宇
部
市
の
発
展
の
礎
は
、
明
治
期
以

降
、
石
炭
産
業
の
振
興
に
よ
り
築
か
れ

ま
し
た
。
強
い
郷
土
意
識
、
強
固
な
共

同
体
的
精
神
の
下
、
石
炭
で
得
た
利
益

を
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
事
業
に
投
資
し
、

地
域
の
基
盤
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
大

正
10
年
、「
村
」
か
ら「
市
」
へ
と
市
制

を
施
行
し
ま
し
た
。
以
降
、「
共
存
同

栄
・
協
同
一
致
」の
精
神（
こ
こ
ろ
）を

育
み
な
が
ら
、
地
域
経
済
の
発
展
を
遂

げ
、
令
和
３
年
に
市
制
施
行
１
０
０
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

次
の
１
０
０
年
に
向
け
て
は
、「
未

来
の
種
ま
き
」を
意
識
し
な
が
ら
、
成

長
産
業
の
創
出
・
育
成
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
、
地
域
資
源
を

生
か
し
た
ま
ち
の
魅
力
発
信
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

「
産
学
公
金
」の
総
力
を
結
集
、

成
長
産
業
を
創
出

　

瀬
戸
内
有
数
の
臨
海
工
業
地
帯
を
形

成
し
て
い
る
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
培
わ

れ
た
化
学
産
業
を
基
盤
と
し
た
産
業
集

積
に
加
え
、
山
口
大
学
医
学
部
や
工
学

部
な
ど
の
高
等
教
育
機
関
、
公
的
試
験

研
究
機
関
、
さ
ら
に
は
山
口
宇
部
空
港

が
立
地
す
る
な
ど
、
大
き
な
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
本
市
の
強
み
を
最
大
限
に

生
か
し
、
次
代
を
担
う
成
長
産
業
の
創

出
と
育
成
を
進
め
る
た
め
、
令
和
３
年

５
月
に
産
学
公
金
か
ら
な
る「
宇
部
市

成
長
産
業
推
進
協
議
会
」を
立
ち
上
げ
、

医
療
・
健
康
や
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
宇

宙
産
業
、
Ｄ
Ｘ
な
ど
の
次
世
代
技
術
に

関
連
す
る
分
野
で
の
起
業
や
研
究
開

発
・
事
業
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
積

極
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
成
長
産
業
分
野
に
お

け
る
起
業
や
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
立

ち
上
げ
を
支
援
す
る
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
支
援
規
模（
上
限
：
１
０
０
０
万

円
）
で
あ
る「
宇
部
市
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
支
援
補
助
金
」を
は
じ
め
、
シ
ー
ズ

の
早
期
発
掘
か
ら
、
研
究
開
発
の
推

進
、
起
業
ま
で
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
支
援

す
る
補
助
制
度
を
令
和
４
年
度
に
創
設

し
、
衛
星
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
イ
ン
フ

ラ
監
視
事
業
を
行
う
企
業
の
ほ
か
、
七

つ
の
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す

る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る

「
と
き
わ
公
園
」で
は
、
広
大
な
敷
地
を

実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て「
次
世
代
技

術
」「
モ
ビ
リ
テ
ィ
」な
ど
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
に
向

け
た
実
証
事
業「
と
き
わ
公
園
チ
ャ
レ

ン
ジ
」（
愛
称
：
と
き
チ
ャ
レ
）を
本
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り

組
み
に
は
、
全
国
か
ら
30
事
業
も
の
応

募
が
あ
り
、
現
在
、
選
定
さ
れ
た
四
つ

の
実
証
事
業
が
進
む
中
、
事
業
者
に
よ

る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
設
置
や
、

学
生
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

新
た
な
成
果
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

誰
か
が
創
る
宇
部
じ
ゃ
な
く
、み
ん
な
で
創
る

宇
部
に　
と
も
に
次
の
１
０
０
年
へ

宇う

べ部
市（
山
口
県
）�

 

宇
部
市
長
　
篠し

の
ざ
き﨑

圭け

い

じ二

4

東京ドーム約40個分の広さがある「ときわ公園」

ときチャレモビリティに市長試乗
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子
育
て
す
る
な
ら
宇
部

　

次
世
代
に
向
け
た
投
資
と
し
て
、
未

来
の
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
育
成
を
応
援
す
る

こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。
特
に
、
子
ど

も
の
将
来
が
そ
の
生
ま
れ
育
っ
た
環
境

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
令

和
３
年
度
に
は
、
法
務
省
の「
養
育
費

不
払
い
解
消
調
査
研
究
事
業
」の
実
施

自
治
体
と
な
り
、
県
内
で
初
め
て
設
置

し
た「
ひ
と
り
親
家
庭
等
相
談
窓
口
」

で
、
法
律
相
談
や
公
正
証
書
の
作
成
費

用
の
補
助
な
ど
、
養
育
費
を
取
り
決
め

る
た
め
の
支
援
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

事
業
開
始
か
ら
令
和
４
年
８
月
ま
で

に
、
養
育
費
を
支
払
わ
な
い
相
手
へ
の

強
制
執
行
に
向
け
た
弁
護
士
に
よ
る
強

制
執
行
申
立
を
５
件
、
司
法
書
士
に
よ

る
強
制
執
行
資
料
作
成
を
５
件
実
施
し

た
ほ
か
、
同
月
か
ら
は
、
市
役
所
と
山

口
家
庭
裁
判
所
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な

ぎ
、
調
停
手
続
き
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
子
ど
も
医
療
費
助

成
に
お
け
る
所
得
制
限
撤
廃
や
、
生
活

困
窮
世
帯
を
対
象
と
し
た
学
習
支
援
、

空
港
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
か
し
た
障

害
の
有
無
に
関
係
な
く
誰
も
が
楽
し
め

る
大
型
遊
具
の
設
置
な
ど
、「
子
育
て

す
る
な
ら
宇
部
」と
全
国
に
誇
れ
る
子

育
て
の
ま
ち
を
目
指
し
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
環
境
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
じ
ゅ
う
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
発
動

　

令
和
３
年
に
公
開
さ
れ
、
興
行
収
入

１
０
０
億
円
を
超
え
る
大
ヒ
ッ
ト
と

な
っ
た
映
画『
シ
ン
・
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ

オ
ン
劇
場
版
』の
総
監
督
で
あ
る
庵
野

秀
明
氏
は
本
市
の
ご
出
身
で
、「
宇
部
ふ

る
さ
と
大
使
」に
も
就
任
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
同
作
の
中
で
、
本
市
が
舞
台

の
モ
デ
ル
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
た
こ
と
で
、
映
画
公
開
以
降
、
多
く

の
フ
ァ
ン
が
本
市
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
流
れ
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
市

で
は
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
展
な
ど
の
開
催
や

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
な

ど
を
市
内
各
所
で
展
開
す
る
イ
ベ
ン
ト

「
ま
ち
じ
ゅ
う
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
」

を
２
度
開
催
し
、
市
内
外
か
ら
た
く
さ

ん
の
お
客
さ
ま
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

今
後
も
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
、宇
部
産
の
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

や
と
き
わ
公
園
、
工
場
群
の
夜
景
な

ど
、
本
市
な
ら
で
は
の
魅
力（
観
光
資

源
）の
発
信
と
、
本
市
の
認
知
度
の
向

上
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
も
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

誰
か
が
創
る
宇
部
じ
ゃ
な
く
、

み
ん
な
で
創
る
宇
部
に

　

本
市
は
、
本
年
度
か
ら「
共
創
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

「
第
五
次
宇
部
市
総
合
計
画
」が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
も
っ
と
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
に
す
る
た
め
に
、
い
つ
か
帰
っ
て

き
た
く
な
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、

「
誰
か
が
創
る
宇
部
じ
ゃ
な
く
、
み
ん

な
で
創
る
宇
部
に
」な
る
よ
う
、
地
域

を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
々
と

力
を
一
つ
に
、
と
も
に
次
の
１
０
０
年

に
向
か
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

「まちじゅうエヴァンゲリオン」
山口宇部空港

◆ 

面
積　
　

２
８
６
・
65
㎢

◆ 

人
口　
　

16
万
８
３
８
人

◆ 

世
帯
数　
８
万
90
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
ひ
と
が 

輝
き
交
流
ひ
ろ
が

る 

わ
た
し
た
ち
の
宇
部
（
ま
ち
）
〜
共
存
同

栄
の
精
神
（
こ
こ
ろ
）
を
未
来
に
つ
な
い
で

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
市
内
随
所
に
彫
刻
が
設
置

さ
れ
、
都
市
と
彫
刻
が
共
存
す
る
「
緑
と
花

と
彫
刻
の
ま
ち
」

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
16
年
11
月
１
日
、
楠

町
を
編
入
合
併

〔
特
産
品
〕
ワ
タ
リ
ガ
ニ
、
活
き
車
エ
ビ
、

か
ま
ぼ
こ
、
お
茶
、
地
酒
、
利
休
ま
ん
じ
ゅ

う
、
宇
部
ラ
ー
メ
ン
、
赤
間
硯

す
ず
り

〔
観
光
〕
と
き
わ
公
園
（
動
物
園
、
世
界
を

旅
す
る
植
物
館
、彫
刻
の
丘
、石
炭
記
念
館
）、

藤
河
内
茶
園
、
キ
ワ
・
ラ
・
ビ
ー
チ

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
Ｕ
Ｂ
Ｅ
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
（
現

代
日
本
彫
刻
展
）、
宇
部
ま
つ
り
、
新
川
市

ま
つ
り
、
宇
部
市
お
茶
ま
つ
り
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ

Ｗ
Ａ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア

宇部市長
篠﨑圭二

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

山口市
宇部市


